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概要： 3 次元的な位置情報と速度情報を使った tidal stream 検出アルゴリズムを作った。 PS1 データで GD1 
stream に対して適用したところ、新たな stream を発見した。

目標： 新しい stream fider 開発して、新しい steam を見つけたい。

独自性： よくわかりませんが、速度情報を使うのが新しいのでしょうか。

アルゴリズムと結果：
1 - color selectioi 
2 - 距離推定 ( よく理解できなかった )
3 - grid search で trial orbit 上にある星を数える。星が多いほど「確率」は高くなる。
4 - 一番確率が高い orbit を採用。
5 - 全ての星に関して繰り返す。
6 – 確率の高い星の分布を見る。

コメント：まだ私が慣れない分野なのと文章の書き方の問題の両方だと
思いますが、読みにくい。 HSC に固有運動情報はないので、
そちらに適用するのは難しいか。
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図 4 ： trial orbits 。 (RA,Dec) は正確として、 proper motion と radial 
velocity を振る。 MW potential は Dehnen & Binney 1998 。 この trial orbit 
上に他の星がたくさんいるかを見る。

図 3: dataset2 での matched filter 。 ちょっ
とずるいことをしている。

図５： L の大きい星に
印を付けている。 GD-1
のとなりにもう一つスト
リームっぽいものが。

図 6 ： radial velocity はほとんど free 
parameter なものの、軌道に他の星がたく
さんのるように選ばれるので、それなりに物
理的に意味はある。青が Koposov2010 の
観測、赤が best-fit radial velocity 。


